台灣日語教育學會  靜宜大學（日文系成立10週年）

2009年度「台湾日本語教育研究」国際学術シンポジウム
－日本語教育のジャンルのひろがりを求めて－
日    期：2009年12月6日（星期日）上午9：00報到
會    場：靜宜大學 任垣樓 國際會議廳
主辦單位：靜宜大學日本語文學系、台灣日語教育學會
協辦單位：財團法人交流協會、靜宜大學外語學院
指導單位：教育部 

贊助單位：大新書局、台灣光華雜誌、致良出版社、鴻儒堂書局、國家科學委員會
	時 間
	議    程
	地  點

	09:00
09:20
	報  到
	國際會議廳

	09:20

09:30
	開 幕 式
靜宜大學 俞明德校長 / 外語學院 謝國平院長
	國際會議廳

	專  題  演  講

	09:30

10:20
	演講者：北原保雄（日本筑波大學前校長、JASSO前理事長）
講    題：あふれる新語
主持人：蔡茂豐（東吳大學講座教授）
	國際會議廳

	10:20

11:10
	演講者：李德奉（韓國同德女子大學教授）
講    題：学問融合型広域日本語教育学構築を求めて
主持人：陳淑娟（東吳大學教授）
	國際會議廳

	11:10

11:20
	茶  敘
	國際會議廳 外廳

	論  文  發  表

	11:20

12:10
	Ａ會場（國際會議廳）
	Ｂ會場（任垣樓342教室）
	C會場（任垣樓343教室）

	
	主持人：陳豔紅 (中央警察大學教授)
	主持人：羅濟立 (東吳大學副教授)
	主持人：黃淑燕 (東海大學副教授)

	
	Ａ1
發表者：落合由治 (淡江大學副教授)
題目：『台湾日日新報』の新聞広告に関する予備的考察─ジャンルの年次的変化をたどって─
講評人：王世和 (東吳大學副教授)
	Ｂ1
發表者：菊池律之 (靜宜大學講師)
題目：台湾人学習者の作文に見られる「へ」にかかわる誤用について―中国語の「到」との対応を中心に―
講評人：羅濟立 (東吳大學副教授)
	C1
發表者：陳世娟 (東吳大學助理教授)
題目：コロケーションからみる連用形名詞「流れ」の意味分析
講評人：林立萍 (台灣大學副教授)

	
	Ａ2
發表者：川口良 (秀明大學教授)
題目：国定国語教科書と児童・生徒作文に見る文体規範
講評人：陳豔紅 (中央警察大學教授)
	Ｂ2
發表者：施列庭 (開南大學助理教授)
題目：コーパスに基づいた日本語作文と語彙学習支援システムの開発研究
講評人：黃淑妙 (成功大學副教授)
	C2
發表者：林淑璋 (元智大學助理教授)
題目：「～（ら）れる」のコロケーションについて－作文コーパスによる考察－
講評人：黃淑燕 (東海大學副教授)

	12:10

13:30
	午餐時間（12：10～13：30）
	任垣樓303、

304、305教室

	
	會員大會（12：40～13：30）
	國際會議廳

	專  題  演  講

	13:30

14:20
	演講者：阿毛久芳（日本都留文科大學教授）
講    題：日本の近代詩・現代詩における表現の様相
          ―中原中也と谷川俊太郎の詩にふれながら―
主持人：陳明姿（台灣大學教授）
	國際會議廳


	14:20

15:10
	演講者：宇佐美まゆみ（東京外國語大學教授）
講    題：視点としての日本語教育学―日本語教育学の新しいパラダイム―
主持人：邱榮金（台灣日本語文學會理事長、高雄第一科技大學副教授）
	國際會議廳

	15:10

15:30
	茶  敘
	國際會議廳
（外廳）

	論  文  發  表

	15:30
16:20
	Ａ會場（國際會議廳）
	Ｂ會場（任垣樓342教室）
	C會場（任垣樓343教室）

	
	主持人：賴錦雀 (東吳大學教授)
	主持人：工藤節子 (東海大學助理教授)
	主持人：林長河 (銘傳大學教授)

	
	Ａ3
發表者：葉淑華 (高雄第一科技大學副教授)
題目：文法指導における日本語文法CALLをみる
講評人：賴錦雀 (東吳大學教授)
	Ｂ3
發表者：吳岳樺 (靜宜大學助理教授)
題目：在台日本人の異文化適応に関する調査研究―大学の日本人教師を中心に―
講評人：工藤節子 (東海大學助理教授)
	C3
發表者：吳如惠 (銘傳大學講師)
題目：聽力學習策略問卷項目之檢討
講評人：鄭婷婷 (文化大學副教授)

	
	Ａ4
發表者：劉百齡 (銘傳大學助理教授)
題目：日本語教育におけるCALL実践―MSN Messengerを用いた協同学習の試み―
講評人：林文賢 (東吳大學教授)
	Ｂ4
發表者：野々口ちとせ (東京國際大學講師) 
題目：在台湾日系企業社員の社内コミュニケーションに対するイメージ
講評人：濱屋方子 (靜宜大學助理教授)
	C4
發表者：伊藤幹彥 (清雲科技大學助理教授)
題目：日本語教授法の比較考察―オーディオ・リンガル法とコミュニカティブ・アプローチ― 

講評人：林長河 (銘傳大學教授)

	16:20

17:10
	主持人：孫寅華 (淡江大學副教授)
	主持人：林雪星 (東吳大學副教授)
	主持人：吉田妙子 (政治大學教授)

	
	Ａ5演講
發表者：康永富 (韓國日本語教育學會理事長、慶熙大學教授)
題目：学習者のニーズに合わせた日本語文法教育
	Ｂ5
發表者：廖秀娟 (元智大學助理教授)
題目：中島敦「マリヤン」論
講評人：林雪星 (東吳大學副教授)
	C5
發表者：謝豐地正枝 (台灣大學教授)
題目：動詞「運転する」に対する認知論的フレーム分析
講評人：吉田妙子 (政治大學教授)

	
	Ａ6
發表者：都通憲三郎／蔡佩芬／趙靖如 (東方技術學院助理教授／講師)
題目：コミュニケーション型タスクの習得への効果―SCMCと対面およびNS・NNSペアとNNS/NNSペアの比較を通じて
講評人：孫寅華 (淡江大學副教授)
	Ｂ6
發表者：陳美玲 (開南大學副教授)
題目：コーパスにおける日本語母語話者の接続表現の使用実態についての考察―意見を示す場合を中心に―
講評人：李偉煌 (靜宜大學副教授)
	C6 邀請發表
發表者：藤原智榮美／八若壽美子(日本茨城大學准教授／教授)

題目：アジア地域で教えるNon-native日本語教師の対日イメージ―個人別態度構造分析法（PAC分析）による事例研究―

	17:20

17:30
	閉 幕 式
邱若山（台灣日語教育學會理事長、靜宜大學日本語文學系主任）
	國際會議廳

	17:30

19:30
	懇 親 會
（學者聚餐）
	宜園餐廳


※主辦單位：靜宜大學日本語文學系http://www.japanese.pu.edu.tw/  43301台中縣沙鹿鎮中棲路200號 （04）2632-8001分機12013
※台灣日語教育學會網址：http://www.taiwanjapanese.url.tw/index.htm
※報名期限：2009年11 月26 日（星期四）
※報名方式：請以下列方式擇一報名
（1）E-mail：pu20530@pu.edu.tw
（2）傳真：靜宜大學日文系04-2652-2847
（3）靜宜大學活動報名系統：http://activity.pu.edu.tw/ 
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